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看護学生インターンシップの心得　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026.5
１．患者様、家族の方の秘密を守ってください。

　看護師の業務や身分を定めている法律「保健師助産師看護師法」に守秘義務が定められています。病院の中で見たり、聞いたりした患者さんに関する情報を病院の外に出て一切話さないという事です。看護師でなくても個人情報保護条例で地域毎に罰則が決められています。例えば○○さんが入院されていることや、○○さんが病院におられた、○○さん病気は××みたいなど、患者様のプライバシーに関わることなどの一切をお家の方や友だちに話したりしてはいけません。必ず守ってください。

２．個人衛生に気をつけましょう。

　病院にはいろいろな病気の原因となるものがたくさんあります。病原菌を持ち込んだり
運んだり、他人に感染させたりすることがないよう、手洗いや手指の消毒を充分にしま
しょう。体験当日に体調の変化があれば、参加を中止する判断をしましょう。
　
３．患者さんの安全に注意してください。

　患者さんは体力が弱っているために素早い動作ができなかったり、また身体が不自由な
方がおられます。患者さんの動線を妨げないようにしましょう。
４．患者さんや家族の方に優しい配慮をしましょう。

　院内ですれ違う、患者さん、ご家族や病院職員に笑顔で大きな声で挨拶をしましょう。

　
５．身だしなみを整えましょう。
　不織布マスクを着用してきてください。

　実習で使用しているユニフォームとナースシューズを持参してください。
靴下は単色で派手でないもの（黒・紺・グレー・白色など）を着用してください。
　髪型は肩につかないように結び、垂らさないようにまとめてください。前髪は顔にかからないようまとめてください。
ピアス、ネックレス、指輪等の装飾品は装着しないでください。
爪は短く切り、マニュキアは取り除いてください。
６．貴重品など私物の管理は責任を持ってしましょう。
　担当者の指示に従って、私物の管理をしてください。
７．途中で体調が悪くなった時は、担当の看護師に申し出ましょう。
　当日は慣れない場所で活動をするため、気分が悪くなることがあります。前夜は早めに、
就寝しましょう。また朝食をとって参加しましょう。

